
図1.　ミニ企画展示の様子（2025年7月26日〜9月6日開催）. この展示のために, 35点もの作品を

作製してくださいました.
図2.　石川県白山市の桑島層で化石調査中

の小畑 朗さん. 2004年 大橋智之氏撮影.

図3.　肉食恐竜アルバートサウルス（後期白亜

紀）の歯のレプリカ． 高さ約45 mm.
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匠の技 ー恐竜の歯のレプリカ工房ー
　　ま つ も と　　りょ う こ

松本 涼子（学芸員）

はじめに

　恐竜好きのお子さんから、「恐竜が大

好きなのですが、将来仕事に繋げるには

どうしたら良いですか？」というご質問を

受けることが度々あります。恐竜の研究

が好きなのであれば、大学の先生や博物

館の学芸員をおすすめしますが、研究

者にならなくても、「好き」という想いを繋

げていくことはできます。2025年7月26日
から約1ヶ月間、ライブラリー横のミニ

企画展示（図1）でご紹介した福井県在住

の小
お ば た

畑 朗
あきら

さん（図2）も、子どもの頃から

の「好き」という想いを繋げてきたお一人

です。ご自身の職業である歯科技工士の

技術と子どもの頃から大好きだった恐竜

を結びつけ、実物の恐竜の歯と見間違

えるほど精巧なレプリカを作製する技を

極められました。小畑さんとは20年ほど

前に、石川県白山市の化石調査で初

めてお会いして以来、数々の素晴らしい

レプリカを研究用に提供してくださいま

した。ここでは、そんな匠の技を磨き続

ける小畑 朗さんについてご紹介します。

歯科技工士が恐竜の歯を作る！？

　 小畑さんは、子どもの頃から恐竜や

化石、物作りが大好きな男の子でした。

進路を考えるようになった高校生の頃、

歯科医院で見かけた歯科技工士に憧れ、

大好きな物作りで医療に貢献できること

からこの職業を選択しました。小畑さん

は歯科技工士になった後、石川県白山

市の桑島層（前期白亜紀）から恐竜の

歯が発見され、その産出地の近くに展示

施設ができたことを知ります。この施設の

見学の帰りに立ち寄ったお土産物屋で、

桑島層の化石調査を行っていた研究者

と運命的な出会いをします。これがきっ

かけとなり、発掘調査に参加するように

なりました。実は、このお土産物屋という

のは、当時、桑島化石の調査本部に

なっており、販売員の裏の仕事は化石の

クリーニング（母岩から化石を取り出す

作業）でした。ここに集う研究者や大学

院生など、多くの方と交流する中で小畑

さんは化石のレプリカの重要性を知り、

ご自身でも作製するようになります。当時

はマニュアル本もなく、歯科技工士の

知識を活用し、試行錯誤を繰り返しま

した。その成果が発揮されたのが、1999年
に発表された日本初のティラノサウルス

類の歯の化石でした。この標本は福井県

大野市から発見されたもので、発見者の

方から標本を寄贈する前にレプリカを

作製したいので協力して欲しいという

依頼を受け、本格的にレプリカ作製を

始めます。現在、小畑さんのご自宅の

洗面所にはドラフトチャンバー（排気

装置）が設置され、書斎には集
し ゅ う じ ん き

塵機

（粉
ふんじん

塵の吸引機）等、様々な道具が揃え

られた工房になっており、製作活動や

研究に没頭されています。作製された

レプリカは、研究だけでなく、国立科学

博物館や千葉県立中央博物館の特別

展にも活用されてきました。国立科学博物

館の地球館地下1階に展示されている

触
さわ

れるティラノサウルスの歯は、小畑さん

の作品です。

匠の作品

　小畑さんの作品の素晴らしさは、顕微

鏡を通して見るとよく分かります。例えば、

肉食恐竜の歯の縁に発達したギザギザ

の突起（図3）や、植物食恐竜の上下の

歯が擦
す

り合わさる咬
こ う ご う

合面の模様といった

細かな特徴が、しっかりとレプリカに反映

されています（図4）。また、レプリカの型

取り方法の1つに、鯛焼きの型の様に

2面に分けて型取りした物を、最後に繋ぎ

合わせるという手法があります。その際、

合わせ目にはどうしても線ができてし

まいます。しかし、小畑さんの作品では、

顕微鏡下で目を凝らして探さないと見

つけられない程、この繋ぎ目が目立ちま

せん（図4）。さらに、肉眼では点にしか

見えない高さ約1.6 mmの初期の哺乳類

のモルガヌコドンの歯も、細かな特徴が

しっかり複製されています（図5）。この様

に、どんな大きさであっても、正確に複製

できるのが「匠の技」と言えます。

匠のレプリカ作製工房

　これらの素晴らしいレプリカをどうやって



図4

図5

図4.　植物食恐竜イグアノドン（前期白亜紀）
の歯のレプリカ（高さ 約20 mm）. 左は頬側面, 
右は歯根部.
図5.　初期の哺乳類であるモルガヌコドン
（後期三畳紀）の歯のレプリカ. 高さ約1.6 mm.

図6.　恐竜の歯のレプリカ作製の工程． A： 型枠を作る, B： 型枠を積み上げて枠内をテープでコー

ディングする, C： 型枠にシリコーンゴムを流し込む, D： 標本を型枠から取り外し，型を休ませる．

A B

C D
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作っているのか、その手順や注意点を

伝授してもらいました。

1) 化石の状態のチェック

　 化石は非常に脆
も ろ

く、簡単に破損し

ます。そのため、型取り前に化石の状態

を確認します。標本を発掘された方や

クリーニングをされた方から、標本の状態

についてお話を聞ければベストです。

2) 化石の修復

　 化石にヒビが入っている箇所があ

れば、そこに型取り用のシリコーンゴムが

入らないようにパテで埋めます。

3）コーティング

　化石からシリコーンゴムが綺麗に剥
は

が

れるように離
り け い ざ い

型剤などを塗布しますが、

化石にシミのように残ってしまうことも

あるので、離型剤の使用には注意が必要

です。

4）型枠を作る

　型取り用ブロックで、化石に合わせた

型枠を作ります（図6A）。ブロック内側に、

養生テープ等を貼ることで、型取り後の

掃除が楽になります（図6B）。
5）型取り

　型取り用シリコーンゴムを流し入れ

ます（図6C）。気泡が入らないように、

エアーガン等を使用して、細かい気泡を

つぶします。

6）型から化石を外す

　 硬化後、型枠を外して、化石を注意

深く外します。シリコーンゴムの化学反応

が終わるまで型を休ませます（図6D）。

7）型に樹脂を流す

　シリコーンゴムにウレタン樹脂を流し

ます。樹脂には、ウレタン樹脂の他にも

エポキシ樹脂などがあります。エポキシ

樹脂は硬化が遅く（3日程度）、気泡も

抜けやすいです。一方、ウレタン樹脂は

硬化が早く、真夏の猛暑日では、1分で

硬化し始めます。ただし、樹脂には有機

溶剤が含まれるため、ゴーグルや防毒

マスクの装着、さらにドラフトチャンバー

を使用して作業する必要があります。

匠からのアドバイス

　ご家庭でレプリカ製作を楽しむ場合、

型取り材には使い切りのアルジネート

印象材や、お湯で柔らかくなる型取り材

が安心して使えます。でき上がった型に

流し込むのは、石膏が扱いやすいでしょう。

流し込んだ後は、卓上振動機を使うと

気泡が抜けやすく綺麗にできます。硬化

したら型から外し、水彩絵具等を使って

着色します。ただし、アルジネート印象材

も石膏も、台所や洗面所に流さないで

ください。パイプの中で硬化して詰まり

ます。道具は工夫して自分に使いやすい

ものを研究しましょう（図7）。

おわりに

　小畑さんの興味関心はレプリカ作りに

留まりません。化石のクリーニングの他、

現在では寄生虫の研究も行なわれて

います。恐竜は、皆さんの日常から遠く

かけ離れた存在かもしれません。しかし、

小畑さんのように自然科学への興味

関心を持ち続け、色々な場所へ出向いて

その先で出会った人達と交流を深め、

ご自身の持てる技を磨くことで自然科学

の発展に貢献される「匠」の姿は、恐竜

との関わり方には色々な方法があり、

自然科学を支える底力となっているの

だと教えてくれます。
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図7.　小畑さん愛用の道具.


